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【審１－論点整理資料】    

議員質問対応調書の導入について 

１．経過 

 

・令和３年１１月定例市議会（令和３年１２月８日 一般質問） 

土肥議員から、鳥取市の議員質問対応調書（以下「対応調書」という。）を参考に、同様の

調書を導入するよう依頼 

→研究する旨、取り組む方向で進める旨、答弁（【審１－参考１】） 

・令和５年６月３０日議会運営委員会調査研究結果報告書（【審１－参考３】）の提出について 抜粋 

議会内で協議され、以下のとおり対応調書の導入について市に申し入れあり 

 

 

 

 

 

 

・令和５年１２月２５日総括副部長会議 協議不調 

課題「次回の総括副部長会議で原部の判断がしやすくなるような指針となるよう再度検討

いただきたい。」 

・令和６年２月２８日総括副部長会議 結果「了」 

 

２．対応調書とは 

 本会議での質問に対する答弁に、「いつまでに行う」・「いつから開始」という具体的な期限がない答

弁があった場合に、どの課が、いつ、どのように対応したかについて調書を作成するもの。 

 他市実績 鳥取市 Ｒ３：３２件 Ｒ４：２９件 

     大村市 Ｒ３： ６件 Ｒ４： ４件 

参考・・・鳥取市対応調書 【審１－参考２】 

 

３．ポイント（課題・検討） 

対応調書の導入にあたっては、１ 調書の作成範囲、２ 検討結果の表示方法、３ 管理期間等、４ 

再質問の取扱い、５ 公開までのながれ を定める必要があるが、そのうち、１ 調書の作成範囲、３ 

管理期間等 の検討が必要である。 

 (1) どこまでが作成範囲か・・・【審１－１】のとおり 

 (2) 管理期間はどうするのか・・・【審１－１】のとおり 
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４．スケジュール 

 ・令和６年３月２７日（水）部長会議 

 ・令和６年４月正副議長説明 

 ・令和６年度最初の本会議から導入 


